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資料１



第二次いわき市
子ども・子育て支援事業計画

（計画期間：令和２年～令和６年）

・次世代育成支援行動計画
・子どもの貧困対策計画
・母子保健計画

を包含

いわき市こども計画
（計画期間：令和７年～令和１１年）

・第三次市子ども・子育て支援事業計画
・次世代育成支援行動計画
・子どもの貧困対策計画
・成育医療等基本計画（旧母子保健計画）

・子ども・若者計画
を包含

区分 就学前児童 小学生 中学生
若者

（〜39歳）

ニーズ調査

子どもの生活実態調査

意見聴取

保護者 2,100件 中２
こどもまんなか
約2,500件

小５
子ども・保護者
(各)約1,500件

中２
子ども・保護者
(各)約1,500件

パブコメ など

生徒会
サミット

保護者 2,200件

オンライン意見箱

大学生との意見交換放課後児童
クラブ

いわき市こども計画と計画策定に向けての調査・意見聴取について

紙・学校経由

第３回分科会

2

第４回分科会
WEB併用・郵送



２

国の調査と比較して、
「今の社会は結婚、妊娠、こども・子育てに温かい社会の
実現に向かっている」と思っている保護者の割合は
いわき市の方が低かった。

★ニーズ調査（就学前児童の保護者と小学生の保護者を対象）

３

前回調査(H30実施)と比較して、
「子育てをどう感じるか」という
質問への回答割合に
大きな変動は見られなかった。

１

国の調査と比較して、
「今の社会はこどもまんなか社会の実現に向かっている」と
思っている保護者の割合は
いわき市の方がやや低かった。
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13.3%就学前児童の保護者

※１︓国調査結果との⽐較については、実施年度や対象者が異なるため参考⽐較とする。
○いわき市︓ R6年度実施 / 未就学児の保護者・小学生の保護者/ こどもまんなか調査
○国 ︓ R5年度実施 / 保護者の年齢が49歳以下 / こども政策の推進に関する意識調査

調査結果の概要①

14.8%小学生の保護者

17.0%49歳以下の保護者

17.0%

19.8%小学生の保護者

31.7%49歳以下の保護者
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(R6)

前回調査(R1)

喜びや楽しさを感じる時の方が多い

不安や辛さを感じる時の方が多い

両方同じくらい

わからない・無回答

就学前児童の保護者



調査結果の概要②
安心して子育てのできる環境をつくるために市が注力すること。(20項目のうち上位10項目)
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今回調査(R6) 前回調査(R1) 単位:% / 複数回答
今回の多い順に記載 / ( )内は前回順位

①
育児と仕事が
両立しやすい
雇用条件を
整備すること

②
子どもが
安心して

遊べる場所を増
やすこと

③
子育て家庭に

対して
金銭面での
支援を行うこと

④
公害や

交通事故、
犯罪のない
安全な

生活環境を
つくること

⑤
保育所や

保育サービスを
充実すること

⑥
会社中心・
仕事中心の
社会意識を
変えること

⑦
企業が
子育てと
仕事を両立

できる環境づくり
を積極的に
行うよう、

法律などを整備
すること

⑧
父親など
家族が
育児に
積極的に
参加すること

⑨
親の誰もが
気軽に育児の
悩みごとを
相談できる
ところを
増やすこと

⑩
子どもの人権
（いじめ・児童
虐待等）
についての
意識啓発を
行うこと
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